






広島県下では昭和 54年 10 月 1 日より新生児濾紙乾燥血液の TSH 測定によるクレチン症の

マス・スクリーニングが実施されている。昭和 55 年 12 月 3 旧までの検査結果は Table１

のごとくである。対象数 46,997 人中 TSH 高値をみとめたものは 90 人で,その内訳はクレチ

ン症 7 人(1/6,714 人),一過性高 TSH 血症 7 人(1/6,714 人),一過性甲状腺機能低下症 1 人

(1/46,997 人),false positive75 人(1/627 人)であった。 

クレチン症7人の内訳は,Table2のごとく5人が異所性,1人が甲状腺欠損,1人は多発奇形,

肺炎のため死亡した病型は不明であった。異所性甲状腺機能低下症の 5人中 4人は無症状

で,他の 1人も症状は軽度であった。甲状腺欠損の1人は大腿骨遠位端の骨核出現がなく,

遷延性黄疸,浮腫をみとめた。6人とも現在 Thyradins を使用中で経過良好である。 


